
はじめに
我々は日常生活の中で，実物や画像を問わず多
くの生物を目にしている。その中には，無意識の
うちにその生物の名前が頭の中に浮かんで来るも
のもある。たとえば鳥類では，姿を見れば間違い
なくその名前を思い浮かべるであろうものに，
「スズメ」「カラス」「ハト」がある。私たちは生
物の名前をどのようにして覚えてきたのだろう
か。おそらく幼少期からの経験の積み重ねにより，
いつの間にか実物と名前とが一致するようになっ
たのであろう。
子どもたちは，様々な機会を通じて生物の名前
を耳にしたり目にしたりしている。日常の会話や
テレビ，図書といった，身の回りのありとあらゆ
るものが情報源となっていることは間違いない。
その中でも，子どもたちに共通した情報源として
教科書がある。笠原ほか（2014）が報告している
ように，小学校生活科・理科および中学校理科で
は，非常に多くの生物種が扱われている。しかし，

生物が登場する教科は理科や生活科に限られたこ
とではない。実際には，子どもたちはもっと多く
の生物名を目にしているはずである。そこで本研
究では，子どもたちが学校の授業中にどれだけの
生物名を学んでいるのかを明らかにすることを目
的とし，一つの小学校において，第１学年から第
６学年までの児童が使用する教科書について，そ
の中に記載されている生物名を抽出する調査を
行った。

方　法
広島県内の小学校１校を対象に，そこで平成25

年度に使用されている７教科（国語，生活，理科，
社会，音楽，図工，保健）の教科書36冊に記載
されている生物名とみなされる単語を，種名だけ
でなく，総称や俗称等も含めて抽出した。また，
現生の生物のみを抽出対象とし，化石等の名前は
省くこととした。抽出する生物名の単語は全てカ
タカナ表記に変換して行った。たとえば，「犬」，
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「いぬ」，「イヌ」は全て同一の「イヌ」として取
り扱った。抽出した単語は標準和名を基に分類群
ごとに整理した。調査結果は，Microsoft Excel 

2010を用いて50音順の一覧表（以下，生物リスト）
としてまとめた。以下に調査を行った教科書と出
版社を記す。

・国語（光村図書出版）：国１上，国１下，国
２上，国２下，国３上，国３下，国４上，国
４下，国５，国６

・生活（東京書籍）：生上，生下
・理科（啓林館）：理３，理４，理５，理６
・社会（東京書籍）：社3-4上，社3-4下，社５上，
社５下，社６上，社６下

・音楽（東京書籍）：音１，音２，音３，音４，
音５，音６

・図工（日本文教出版）：図1-2上，図1-2下，図
3-4上，図3-4下，図5-6上，図5-6下

・保健（東京書籍）：保3-4，保5-6

結　果
教科書から抽出した生物名の単語は，図１のよ
うな生物リストとしてまとめた。このリストでは，

インターネットに接続されたパソコン上で，教科
書表記の生物名から，それぞれのWikipediaの
Webサイトへジャンプするようリンクさせてあ
る。そうすることで容易に各生物についての情報
を得ることができる。また，各列にはフィルター
が設定してあり，任意の条件で並べ替えをするこ
とで，目的に応じたリストの作成が可能である。
この生物リストを基に，教科書と抽出された生物
名との関係について分析した。
抽出された総単語数は583語であった。いわゆ

る「動物」が312単語，「植物」が263単語，「そ
の他」が８単語であった。門レベル以下の分類群
の 数 は，20門，38綱，141目，234科，343属，
349種で，抽出した名称と種名（標準和名）と完
全に一致したのは303語であった。学年別では，
第１学年97単語（60％），第２学年89単語（58％），
第３学年130単語（64％），第４学年83単語（53％），
第５学年99単語（65％），第６学年161単語（64％）
であり，学年による特徴的な傾向は見られなかった。
最も多くの教科書に出現した生物はネコ（17冊）
で，次いでウサギ（16冊），イヌ（15冊）と上位
３つは全て動物が占めた。１冊の教科書にしか登
場しなかった生物は333単語と非常に多かった。

図１　Micrsoft Excel 2010 でまとめられた「生物リスト」．
生物名からWikipedia へリンクされている．また，並べ替えや検索，フィルター機能により
目的とするリストを作成することができる．
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全ての教科に共通して登場する生物はいなかった
が，図工を除外するとミカンが，保健を除外する
とサクラが該当した。毎学年いずれかの教科書に
登場したものは 13単語（イヌ，ウサギ，ウシ，
ウマ，クリ，コケ，サクラ，タケ，トマト，トリ，
ヒマワリ，ヘビ，ミカン）であった。「コケ」は
全て音楽の「君が代」からの抽出であった。
教科書別に見てみると，理科６が103単語で最

多，保健5-6が3単語で最少であった（表１）。教
科ごとに結果をまとめると，国語が最多の単語数
となった（表２）。学年別では，第３学年および
第６学年で200単語を超えたものの，他の学年で
は約150単語であった（表3）。
教科別に教科書１冊あたりの生物名の単語数平

均を出すと，58.5単語 /冊で理科が最多であった。
種まで分類できたものは，国語194単語（60％），
生活78単語（76％），理科156単語（67％），社会
73単語（67％），音楽47単語（48％），図工15単
語（32％），保健４単語（44％）であった。
「動物」「植物」「その他」の割合は，教科別に
みると，多くの教科で動物と植物がおよそ半数ず
つを占めていたが，音楽では若干動物が多く，図
工では約８割が動物，保健では動物はおよそ１割
で，代わりに菌やウイルスなどの衛生や健康に関

与するものの名称が多く出るという特徴が見られ
た（図２）。学年別では，第５学年以外は動物が
多い傾向が見られた（図３）。

表１　教科書別に集計した生物名の単語数
第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

国1上 国1下 国2上 国2下 国3上 国3下 国4上 国4下 国5 国6

[43] [41] [72] [75] [62] [43] [32] [73] [36] [96]

生活上 生活下 - - - -

[83] [27] - - - -

- - 理3 理4 理5 理6

- - [86] [36] [76] [103]

- - 社3-4上 社3-4下 社5上 社5下 社6上 社6下
- - [9] [6] [28] [11] [62] [10]

音1 音2 音3 音4 音5 音6

[20] [27] [24] [28] [12] [17]

図工1-2上 図1-2下 図3-4上 図3-4下 図5-6上 図5-6下
[18] [12] [18] [5] [8] [12]

- - 保3-4 保5-6

- - [6] [3]

[　]内の数値は単語数を示す．

表２　教科ごとの抽出単語数（和集合）
国語 生活 理科 社会 音楽 図工 保健
[323] [102] [234] [109] [97] [46] [9]

[　]内の数値は単語数を示す．

表３　学年ごとの抽出単語数（和集合）
第1学年 第2学年 第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

[163] [154] [204] [157] [152] [251]

[　]内の数値は単語数を示す．
「保健」については，該当する学年の両方に算入した．

図2　教科ごとにみた生物名の「動物」「植物」「その他」の割合．

図3　学年ごとにみた生物名の「動物」「植物」「その他」の割合．
※「保健」については，該当する学年の両方に算入した．
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考　察
小学校の教科書には，600種類近い生物名が記
載されていた。このことから，初等教育を修了し
た段階でかなり多くの生物名を学んでいるという
ことがわかる。笠原ほか（2012）は，特に国語で
登場する生物名が多いことを指摘しており，本研
究でも同様に，国語では調査した教科中最多の生
物名が出現したため，小学校において生物名を知
るという観点では理科に加えて国語が重要な意味
を持つことがうかがえる。
小学校では，生物名は総称や俗称が多く使われ
ていると思われがちだが，種名まで分類できたの
は381単語（全体の65％）で重複を除いた種数が
349種もあった。生物名の単語数は，教科によっ
ての偏りはあったものの，学年による推移はあま
り見られず，小学校６年間を通してまんべんなく
生物名に触れているということがわかる。第５学
年の教科書で植物の割合が多かったのは，理５に
おいて56単語もの植物が出現したためであった。
これは，「植物の発芽，成長，結実」という単元
で複数の植物が出てきたことと，「地域の資料集」
として日本各地の花が紹介されていたことに起因
する。教科による特徴としては，音楽，図工，保
健では総称が多く使われる傾向にあった。このよ
うに，生物名の出現数は教科によって異なるもの
の，小学校の６年間で様々な生物名が登場し，そ
の約３分の２が種名で記載されたものであること
がわかった。
子どもたちにとって，生物を学ぶ機会は生活科
や理科だけではない。生物名をきっかけに他の教
科と連携することで生物に対する理解を深め，ま
た，生物の理解によって他の教科の内容の理解も
深まるという相乗効果が期待される。さらに，生
物名をただ単純に覚えるのではなく，その生物が
何の仲間なのかというグルーピングを意識するこ
とも，生物の共通性と多様性や，生物全体の体系
的な理解には重要である。近年では教科書の電子
書籍化が進んでいる。各教科のデジタル教科書で，

記述された生物名から，その生物の特徴や生育地
などの情報を閲覧できる機能が備わると，生物名
の定着やその生物の分類学的位置の把握はもちろ
ん，たとえば国語や音楽の授業においても，作品
の記述や情景をより深く理解することにも役立つ
のではないだろうか。

おわりに
本研究に関連して筆者らが行った小学校教員志

望の大学生を対象とした調査では，多くの学生は
生物の種名を10種程度しか答えられないという
結果が得られている。久保田・阿部（2004）は，
昆虫名の定着が最も多くみられたのは小学生であ
り，小学校６年生以降の定着度の増加が少ないと
述べているが，むしろ一度覚えた生物名を年齢と
共に失っていると言えそうである。これは，小学
校の教員を目指す者は，身の回りの生物に日頃か
ら関心を持ち，その種名や特徴を学ぶ姿勢を持地
続けることの重要性，また，彼らにそのような機
会を繰り返し与えることの必要性を示していると
言える。
本研究を行うにあたり，兵庫教育大学の笠原恵

先生には，貴重なご助言をいただいた。ここに感
謝の意を表する。また本研究の一部は，科学研究
費基盤研究（A）（25242015）および科学研究費基
盤研究（C）（26350235）の助成を受けて行った。
この場をお借りして御礼申し上げる。
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